
        2022年度奈良県知事賞「第 13回あしたのなら特別賞」から学ぶ  
従従業業員員をを雇雇用用すするる際際、、無無戸戸籍籍ででママイイナナンンババーーがが無無くくてて雇雇用用ででききなないい時時どどううししまますすかか？？   

          ～～見見過過ごごさされれてていいるる大大ききなな問問題題にに真真摯摯にに向向きき合合いい、、取取りり組組むむ姿姿勢勢かからら学学ぶぶ～～  
 

 

報告者／市川 真由美 氏 NPO法人 無戸籍の人を支援する会 代表理事／㈱いち屋 取締役 

奈良県中小企業家同友会                                

《なら支部５月例会》                          なら支部支部長  小林 寛樹 

 

今、飽和の時代の日本に無戸籍の人がいるの？と思うかもしれません。家庭の DV と日本の古い法律の縛り（嫡出推定制度・

300日問題）によって、無戸籍の人は増えており、日本全国に数万人いると言われています。 

市川真由美さんは、自社で長年勤めたアルバイトを正社員雇用する際に、そのスタッフが無戸籍だと知り、戸籍取得を対応さ

れ、苦労して戸籍を取り、正社員雇用することができました。無戸籍になる事情や無戸籍の人が世の中にたくさんいることを知り、

「放っておけない」という精神で無戸籍の人の支援活動を始められました。（2018年にNPO法人を設立）。メディアでも多数取り上げ

られ、テレビ放送を見た全国の無戸籍者から「助けてほしい」と連絡が入るたびに日本各地の無戸籍者のところに行き、二人三脚

で戸籍取得を実践されています。また、この問題を知ってもらう必要を感じ、講演活動もされています。 

この活動が奈良県知事に認められ、2022年度奈良県知事賞「第 13回あしたのなら特別賞」を受賞されました。また、「シチズン 

オブ ザ イヤー2022」「2022年国際ソロプチミスト奈良クラブ賞」「2021年映像ギャラクシー奨励賞」「2022年日本民間放送連盟賞

優秀賞」も受賞されています。企業で雇用を考える際、この問題に直面する可能性はゼロではありません。自分ごととして経営者に

考えていただきたい内容です。生の声を聞いて一緒に考えましょう。 

 

◯この例会で学んで欲しい点 

企業で雇用を考える際、この問題に直接する可能性はゼロではありません。自分ごととして経営者に聞

いて欲しい内容です。生の声で一緒に考えましょう。 
と  き 5 月 25 日(木) 

受付開始 PM6:00 

開  会 PM6:30 

ところ レストラン IRACA (平城宮跡歴史公園) 
奈良市二条大路南 4 丁目 6-1 天平うまし館 

※リアル会場のみ参加可能です。ZOOM 参加不可。 

※参加費無料  

※駐車場は無料の場所をご案内します。（コインパーキングは有料） 

※終了後、「経営相談会&懇親会」を開催します。 

 

 
 

≪ 5/25（木) なら支部 5 月例会  ≫              参加します ・ 欠席します 

≪ 経営相談会＆懇親会（会費 4,000 円＋ドリンク代は各自） ≫   参加します ・ 欠席します  

事業所名             役職           参加者氏名               

☆お誘いいただける経営者の方がありましたらご記入ください 

事業所名(           ) 役職（        ） お名前(              ) 
 
 

会員の皆様にお願い：出・欠のご返事を事務局まで必ずお願い致します。ぜひ e.doyu でご回答ください。 

会場準備の都合で 5 月 23 日(火)までにお願いします。     

（例会担当)  なら支部・副支部長：増本 晃 ／ 富雄ブロック長：中島 武宣 090-5242-8255 

奈良県中小企業家同友会 

TEL.0742-25-5660  FAX.0742-25-5666 

Web  http://www.nara.doyu.jp   MAIL  info@nara.doyu.jp 

 

[お申込み用 QR コード] 

 


